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	特別号
	2026年  河内長野の
	『未来』が動き出す！
	7つのプロジェクトで、まちの魅力・便利さ・にぎわいを高め、子供たちの未来につなぎます。
	大阪の成長を、 河内長野の未来へ
	未来を支える「バックアップ拠点」
	リスク分散の副首都構想で重要な役割
	自然や地域力を活かし防災・支援拠点に
	地域の安心と存在感を高めます

	大阪「副首都」化。
	「大阪の端」ではなく、未来を支える要に

	なにわ筋線開業
	関空・新大阪からのアクセスが大幅向上
	南海沿線の価値が上昇するチャンス
	国内外の人を地域へ引き込む準備を推進
	大型アリーナで大阪に集客
	イベント客を奥河内の自然・歴史に誘導
	観光導線を整え、地域経済を活性化

	ミナミの新アリーナ構想を、
	「関空・新大阪」と直結する未来。
	河内長野のチャンスに！
	2031年、世界と都心の最短ルートに！
	1.2万人の熱狂を、奥河内の“癒し”へ


	「地域から世界へ学ぶ」学びの聖地へ
	2029年度以降「文理探究科」へ改編

	「行き止まり構造」を打破。
	災害時の避難路や周遊観光の基盤に
	地元で働く場を創り、若者の流出ストップ
	企業の力で税収増、まちのサービス向上へ
	「地元で働く」、若者の未来を応援

	新産業拠点が誕生へ！
	長野高校が進化！
	岩湧地区の広域農道が完成！
	「大阪河内長野線」が未来を変える
	5つの谷を結び、地域の未来を拓く
	地元の課題が、世界への「生きた教材」に

	万博の熱狂を日常へ！
	河内長野「丸ごとテーマパーク」構想
	万博建設レガシーを花の文化園へ継承・移設
	観光・交流人口を増やし、定住人口へつなげる


	「郊外」
	河内長野市を　　　　から、
	「自立・循環型都市」
	点在する観光資源を線でつなぎ、魅力を最大化
	万博レガシーを起爆剤に、歩きたい・住みたいまちへ


